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のインプット講座。 

宅建に必須の基本事項を 。本講座では、事案の流れ

を丁寧に説明します。 ことにより、

。受講生の理解を深めたうえで、

を簡潔に整理し、 という形で書いてもらいます。この過程を経る

ことで、受講生の学力が飛躍的にアップします。 

 

テキストはシンプルに要点しか記載しておりません。受講生自ら、書き込ん

でいくことにより、本試験直前期にもっとも使える が完成

するようになっています。市販書籍にはない、講座だからこそできる独自の教

材を完成させます。簡潔な講義ですので、 すること

をおすすめしています。 。 

 

により、大手予備校では 10万円超の価格になるところ、

での販売を可能としました。なお、

。その分価格に反映されているとい

うことになります。 

 

なお、2015年 1月 25日現在、渋谷会 Webサイトでは、講師名を「右手之虎」

としていますが、本年より「佐伯竜」に戻しています。本教材の中では「佐伯

竜」として収録し直したものを使用しております。春を迎える段階で、いち早

く全体像をつかみ、 です。夏以降の

勉強のためにも、 しておきましょう。詳しくは、宅建

渋谷会 Webサイトをご覧ください。 
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